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取調べ録画、いよいよ法廷で再生

●「連帯、どんどん削りますよ」

５年に及ぶ国賠訴訟は６月 26日の最終弁論で結審となる。弁護団は 16日、「関西生コン事件」

の長期にわたる恣意的な身体拘束などは労働組合壊滅を企図した警察・検察・裁判所による違法

なものだったこと、また、逮捕・起

訴は産業別労働組合の活動について

の無知・無理解にもとづくものだっ

たこと総まとめした 70 ページを超す

最終準備書面を提出した。被告の国、

滋賀県、和歌山県、京都府もそれぞ

れ準備書面を出している。

最終弁論のハイライトは取調べ録

画の再生だ。弁護団の弁論の時間の

一部を割いて、いよいよ法廷で再生

される。

なお、16 日付朝日新聞夕刊は、横

麻由子検事（当時、大津地検。現在

は大阪地検）が、不当逮捕された組

合員の「黙秘権」を侵害して執拗に

労働組合脱退勧奨をくりかえしてい

たことを報じている。

採取弁論期日の日程は以下のとお

り。多くのみなさんの傍聴参加をお

願いしたい。
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